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令和元年度社会福祉法人岩沼市社会福祉協議会事業報告  

 

                   （平成３１年４月１日～令和２年３月３１日） 

 

１  推進目標：地域も関わり合える福祉学習の充実 

 

 

 

 

 

 

（１）継続的な福祉学習・福祉教育の実践《重点項目》  

  ○福祉教育実践普及校の指定・研究  

   ・福祉教育実践普及校の指定（１年）  市内４小学校・４中学校 

   ・福祉教育実践発表会・研究会の開催 令和元年６月７日（金）市民会館中ホール 

      実践報告  岩沼南小学校、岩沼西中学校 

講  話  演題 ふくしってなあに？  

～福祉学習を通して子どもたちになにを伝えるか～  

      講師 コミュニティ・４・チルドレン 菅原清香 氏 

参 加 者  ３７名 

 

  ○福祉教育担当者情報交換会の開催 令和元年１０月３１日（木）総合福祉センター 

   ・参加者：７名（市内３小学校、４中学校の担当者） 

   ・内 容：福祉教育の取り組み状況、助成金の活用等についての情報交換 

 

（２）認め合える心を育む  

  ○福祉作文の募集と表彰  

応募数   １，１７２点（６５点）※カッコ内は審査会対象点数  

    岩沼小学校   １１８点（ ８点）  岩沼中学校   １１６点（１０点） 

    玉浦小学校     ２点（ ２点）  玉浦中学校   １６２点（１０点） 

    岩沼西小学校    ９点（ ７点）  岩沼北中学校  １６４点（１０点） 

    岩沼南小学校  １１０点（ ８点）  岩沼西中学校  ４９１点（１０点） 

    各賞受賞作文集５００部作成 

市内各小中学校、関係機関・団体、ふれあいの広場等で配布  

 

  ○福祉（体験）学習の支援  

   ・市内小、中学校に対し児童生徒への福祉体験学習の指導及びボランティア派遣等に  

   より学習の支援を行いました。 

番号 月 日 学校名 体  験  内  容 
協力団体/ 

ボランティア等 

１ ５月２４日 岩沼西小学校 ３年：福祉に関する講話 職員  ２名 

２ ６月１２日 岩沼小学校 ３年：福祉体験 白杖 
職員  ２名 

ボラ  ２名 

３ ６月２５日 岩沼西小学校 ３年：福祉体験 手話 
職員  １名 

ボラ  ３名 

令和元年度は、福祉教育実践普及校の小、中学校全校指定や福祉体験学習など各種事

業を継続実施するとともに、県社協の助成事業を活用し福祉学習のアドバイザーを派遣

するなど児童生徒に対する福祉教育が継続的に行われるよう努めました。さらに、地域

や学校、関係機関、団体と連携して各種事業を実施しました。 
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（３）福祉に触れる学びの実践  

  ○小中学生のためのボランティア体験  

   ・小学生のボランティア体験教室  

     令和元年７月３０日（火）、８月２日（金）  参加者 延３５名 

   ・中学生のボランティア体験教室 

     令和元年７月２３日（火）、９月２１日（土） 参加者 延１２名 

   ・２４時間テレビチャリティ募金活動協力   みやぎ生協岩沼店前 

     ８月２４日、２５日（土・日）参加者 岩沼市ジュニアリーダー協議会 延１５名 

 

    ○文化伝承事業（児童しめ縄づくり体験） 

   ・放課後子ども教室への運営参加（子どもの居場所づくり事業の一環）  

     北部のびやか教室、東部のびやか教室、南部のびやか教室、西部のびやか教室 

     及び子どもの居場所づくり運営委員会への参画   

・文化の伝承 

合同のびやか教室「親子で作ろう！しめなわづくり」への参画  

令和元年１２月２１日（土） 参加者 ６４名 

 

２ 推進目標：地域を支えるボランティア育成と活動支援の充実 

 

 

 

 

（１）ボランティア育成の推進《重点項目》  

  ○ボランティア養成講座 

   ・福祉体験学習をみんなで体験してみよう 

      令和元年１１月１３日（水） 

      受講者 １４名 

・障害がある人の活動を支えるためのサポーター養成講座 

  令和２年２月５日、１２日（水） ２回開催 

      受講者 延１００名 

 

（２）ボランティア活動支援の充実 

  ○ボランティア活動支援事業  

   ・登録ボランティア交流会 

      令和元年６月１３日（木）総合福祉センター 参加者１５名 

 

○ボランティア保険加入促進事業   

ボランティア保険加入  ４５団体 １，０３４名 個人 ３９名 

  行事保険加入      ５２団体 

４ １０月 ９日 玉浦中学校 
３年生：福祉体験 車イス 

２年生：福祉体験 白杖 

職員  ４名 

ボラ  ５名 

５ １０月２４日 玉浦小学校 ４年生：福祉体験 手話、ボッチャ 
職員  ２名 

ボラ  ７名 

６ １１月１９日 玉浦中学校 ２年：視覚障害に関する講話 
職員  １名 

ボラ  ４名 

７ １１月２１日 玉浦中学校 ３年：車イス生活に関する講話 
当事者 １名 

職員  ２名 

８ １１月２２日 玉浦中学校 １年：認知症に関する講話 
職員  １名 

ボラ  ３名 

令和元年度は、各種講座や事業を通してボランティアの育成に力を入れ取り組むとと

もに、ボランティアセンター機能の充実を図り、ボランティア活動の支援に努めました。 
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（３）ボランティアセンター機能（仕組み）の充実  

  ○ボランティア登録  （令和２年３月３１日現在） 

    個人  １０４名 

    団体  １５団体 

  〇ボランティアのコーディネート  

・ボランティア相談及び活動件数 

依頼者 個人 施設 団体  地域 社協 合 計 

依頼件数 １件 ６件 １６件 ６件 １４件 ４３件 

活動者数 １名 １７名 ３８名 １４名 １９８名 ２６８名 

 

３ 推進目標：気軽に参加できる地域づくりの充実 

 

 

 

 

 

 

（１）居場所づくり  

  ○社協まちなかカフェ  

令和元年８月６日（火）岩沼市民図書館 

    参加者 ３０名   ボランティア協力 ９名 

 

  ○障害者サロン 

・障害がある人と家族とボランティアの時間 

     令和元年６月１５日（土）～令和２年２月１５日（土）４回開催（偶数月） 

     総合福祉センター  参加者 延６６名 ボランティア 延４１名 

 

・発達に何らかの課題があるお子さんと家族のおもちゃの時間 

     令和元年５月１１日（土）～令和２年１月１８日（土）５回開催（奇数月） 

     総合福祉センター  参加者 延３６家族８９名  ボランティア 延７０名  

 

  ○在宅介護者サロン（家族を介護している人のためのサロン） 

     令和元年５月８日（水）～令和元年１１月２７日（水）３回開催 

  総合福祉センター  参加者 延１４名 

 

（２）地域資源・社会資源の開発  

  ○既存団体の把握、つながり作り 

 

（３）地域支援・団体支援 

  ○地域サロン支援 

   ・講師やボランティアの紹介等    ６件 

   ・レクリエーション用具貸出   １８３件 

   ・サロン運営の支援        １０件（助成金・立ち上げ支援他） 

 

  ○地域支え合い活動助成事業 

・ふれあいサロン事業等への支援と推進  助成金 ３団体 １５０，０００円 

令和元年度は、新型コロナウイルス感染症予防のため一部サロン事業等を中止しました

が、事業内容等の見直しを図りながら各事業を実施し地域づくりを考える機会を提供する

とともに、助成制度や用具等貸出事業、ボランティアの紹介等により地域のサロン活動等

の支援に努め、気軽に参加できる地域づくりを推進しました。 
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４ 推進目標：一人ひとりを支える相談・生活支援の充実 

 

 

 

 

 

 

 

（１）相談機能の充実 

  ○ふれあい福祉相談事業   

   ・出張相談８回（社協まちなかカフェ会場・社協就活サロンここから☆会場） 

 

（２）生活困窮世帯への自立生活支援の充実 

  ○愛の福祉短期貸付事業  

    【貸付】相談  ６件  貸付  ２件 貸付金  ４０，０００円 

    【償還】相談 １８件  償還 ２３件  償還金  ６５，０００円 

 

  ○生活困窮者自立支援事業の受託  

①新規相談者  ８１名 

     ２９歳以下  １３名  ３０～４９歳 ３１名  ５０～６４歳 ２２名  

６５歳以上  １３名  年齢不明    ２名 

    ②相談    ４２９件 

     電話 １０６件  訪問・同行 ４３件  来所 ２０８件 

他機関への照会・協議 ７２件 

    ③各種制度等活用（家計改善相談、ハローワーク、貸付等） １０６件 

    ④プラン策定  新規 ３４件  継続 ７件  中断 ２件  終結 ２５件 

⑤就労者数   １２名 

⑥就活サロン「ここから」 ２４回開催  利用者 延５８名 

 

  ○生活福祉資金貸付事業の受託  

相談  ３３件   

    貸付   ２件（教育支援資金、緊急小口支援資金特例貸付）  

貸付金 ４１０，０００円 

        

  ○善意銀行の運営 

   ・預託払出状況 

①預託 ２２件 紙オムツ、尿とりパッド、麻雀セット、車いす、使用済切手他 

②払出 １６件 紙オムツ、尿とりパッド、麻雀セット、車いす他 

 

○日常生活自立支援事業（まもりーぶ） 対象者（実利用者）２名  生活支援員３名 

 

○歳末たすけあい運動 

募   金 配   分 

一般     ４，３５９，９００円 

事務局扱い    １４０，０００円 

前年度繰越    ６３０，７９６円 

見舞金      ４，３９５，０００円 

（１０７世帯・１９３名） 

翌年度繰越      ７３５，６９６円 

合  計  ５，１３０，６９６円 合   計  ５，１３０，６９６円 

 

令和元年度は、相談・生活支援事業については、行政や関係機関と連携し、相談者に

合った支援や制度等へ適切に繋ぐことにより課題解決や自立に向けた相談、支援に努め

るとともに、令和２年３月には感染症に係る多くの生活困窮者の相談・支援にあたりま

した。また、各事業においては、事業内容等の見直しを図りながら事業計画に沿って実

施しました。 
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（３）高齢者や障害者がいる世帯への生活支援の充実 

  ○障害者新成人記念品贈呈事業    贈呈 ５名 

 

  ○ひとり暮らし高齢者会食のつどい  年６回開催 利用者 延２９３名   

     ５月３０日（木） 玉浦コミュニティセンター（玉中学区） 

利用者 ２２名 民生委員 ８名 マリン地域包括 ３名 

     ７月 ９日（火） 総合福祉センター（岩中学区） 

利用者 ４９名 民生委員 ５名 ボランティア ３名 南東北地域包括 ２名 

     ９月 ５日（木） 市民会館（市全域） 

利用者 ９１名 民生委員 ６名 ボランティア等 ９名 

１１月 ８日（金） 市民交流プラザ（北中学区） 

利用者 １８名 民生委員 ４名 ボランティア ４名 社協地域包括 ３名 

    １２月 ６日（金） ハナトピア岩沼（西中学区） 

利用者 ２３名 民生委員 ６名 ボランティア ５名 西地域包括 ２名 

２月１８日（火） 岩沼リゾート（市全域） 

利用者 ９０名 民生委員 １１名 

 

  ○高齢者夫婦世帯介護教室 

    令和元年１０月 ４日（金）   

参加者 １１７名  岩沼リゾート 

講師 岩沼市地域包括支援センター連絡会 

 

  ○福祉機器無料貸出事業  車いす貸出 ３２件 

     

５ 推進目標：地域福祉を推進する連携・協働の充実 

 

 

 

 

 

 

（１）連携・協働の関係づくり 

○ふれあいの広場の開催 

    令和元年 ９月２１日（土）  岩沼市民会館・中央公民館 

    来場者 約７００名、ボランティア ２７５名、参加団体 ２０団体 

２３のコーナーを設置 

福祉関係団体等の活動紹介・作品、製品の販売、福祉・レクリエーション体験等 

福祉作文表彰・朗読  受賞者３０名 

 

  ○介護保険制度改正に伴う新しい総合事業への取り組み 

   ・岩沼市生活支援体制整備事業の受託 

①協議体の運営 

    第１回  ６月２７日（木） 総合福祉センター    出席者 ５７名 

    第２回  ８月３０日（金） 総合福祉センター    出席者 ４５名 

    第３回  ２月２０日（木） 岩沼市民会館      出席者 ３７名 

 

②第１層生活支援コーディネーターの配置 

    協議体の企画・運営、第２層生活支援コーディネーターとの情報共有・活動支援、 

    高齢者支援のニーズ把握や社会資源の創出、関係機関のネットワーク構築等 

令和元年度は、ふれあいの広場の開催や岩沼市生活支援体制整備事業の受託などによ

り、岩沼市や地域福祉を推進する関係機関・団体等との連携・協働がさらに深まりました。

また、町内会連携地域福祉活動モデル事業においては、町内会が主体となってサロン活動

や見守り活動等の地域づくりを指定終了後も継続されるよう支援に努めました。 
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    第１・２層生活支援コーディネーター情報交換会の開催 １４６回 

第２層生活支援コーディネーター部会への参加      １２回 

地域訪問                       ７９回 

関係機関等との情報交換、連絡、調整等        ３４３回 

ＦＭいわぬま「社協まちなか通信」による地域情報等の発信  

毎月第１・３水曜日放送        ２２回（再放送７２回） 

 

  ○障害者関係機関等情報交換会の開催 

令和２年２月３日（月） すぎのこ学園   ２団体参加 

    その他、関係機関・団体と個別に情報交換を随時実施 

 

○情報交換会議・情報共有会議への出席 １１回 

 

  ○震災復興定例支援会議への出席 １回 

 

  ○各種委員会等への出席  

 

（２）連携・協働による地域福祉の推進《重点項目》 

  ○町内会連携地域福祉活動モデル事業  

    助成金交付式  令和元年５月１０日（金） 総合福祉センター 

    指定町内会   大手町親和会 早股下二町内会 

指定期間    ２年間（平成３０年度～令和元年度） 

 

（３）共同募金委員会・老人クラブ連合会との連携・協働の推進 

  ○岩沼市共同募金委員会の事務受託 

    ・会務（事務、業務）の支援 

    ・募金活動への協力等 

 

  ○岩沼市老人クラブ連合会の事務受託 

    ・会務（事務、業務）の支援 

    ・社協共催事業 

     ①岩沼市老連シニアスポーツ大会  

     ②岩沼市老連スポーツ大会 

     ③岩沼市老人クラブ芸能のつどい  

     
④その他事業・研修への協力等

 
 

６ 推進目標：福祉意識を高め地域活動を促す情報発信の充実 

 

 

 

 

（１）社協だよりの充実 

  ○社協だよりの発行  

    会報「社協だより」の発行 年６回（奇数月） 計 １０９，８００部 

 

（２）ホームページの内容充実 

  ○ホームページの更新     随時更新 

 

 

令和元年度は、広報活動においては、社協だよりやホームページ等を活用し市民の方々

に地域福祉を身近に感じてもらい、地域づくりや地域活動への関心と参加意欲を高めてい

ただくよう情報の発信・提供に努めました。  
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７ 推進目標：地域を支えるための基盤強化 

 

 

 

 

 

 

（１）自主財源の確保 

  ○経営・財政基盤の強化  

  １ 会務の運営     

   ①理事会 

会 務 名 開 催 期 日 出 席 数 内           容 

第２９１回 

理 事 会 

令和元年 

５月２８日 

理事１３名 

監事 ２名 

・平成３０年度事業報告について 

・平成３０年度収支決算について 

・諸規程の改正について 

・第１４５回評議員会の開催について 

・次期役員候補について 

・第２回評議員選任・解任委員会の開催につい

て 

・評議員候補者について 

・評議員選任・解任委員の選任について  

第２９２回 

理 事 会 
 ６月１４日 

理事１２名 

監事 ２名 

・会長、副会長及び常務理事の選定について 

・理事の業務担当制について 

第２９３回 

理 事 会 
 ９月１３日 

理事１０名 

監事 ２名 
・諸規程の改正について 

第２９４回 

理 事 会 
１２月１１日 

理事１０名 

監事 ２名 

・諸規程の改正について 

・指定居宅介護支援事業所及び地域包括支援セ

ンターの事業所移転について 

・賃貸借契約の締結について 

・令和元年度補正予算（第１号）について 

・第１４６回評議員会の開催について 

第２９５回 

理 事 会 

令和２年 

３月１０日 

理事１３名 

（書面による

同意者） 

監事 ２名 

（書面による

異議確認者） 

書面による同意及び異議確認 

・諸規程の改正について 

・各種委託契約について 

・指名競争入札による契約について  

・令和元年度補正予算（第２号）について  

・令和２年度事業計画について 

・令和２年度収支予算について 

・第１４７回評議員会の開催について 

 

②評議員会 

第１４５回 

評議員会 

令和元年 

６月１４日 

評議員２２名 

会長 

監事２名 

・平成３０年度事業報告について 

・平成３０年度収支決算について 

・理事及び監事の選任について 

令和元年度は、新たに事業評価委員会を設置するなど地域福祉活動計画の適切な進行管

理に努めるとともに、諸規程の改正や役職員の研修の充実を図るなど組織体制や運営基盤

の整備に努めました。また、介護保険事業においては、デイサービスセンターの利用者の

入院や施設への入所等が多く前年度より利用者、収入とも減となりましたが、無料体験等

を通じて新規利用者の確保等に努め、経営の安定を図りました。 
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第１４６回 

評議員会 
１２月２３日 

評議員１９名 

正副会長 
・令和元年度補正予算(第１号)について 

第１４７回 

評議員会 

令和２年 

３月２４日 

評議員２２名 

（書面による

同意者） 

書面による同意確認 

・令和元年度補正予算（第２号）について  

・令和２年度事業計画について 

・令和２年度収支予算について 

③委員会等 

監事会 
令和元年  

５月１６日 

監事２名 

正副会長 

・平成３０年度事業報告について 

・平成３０年度収支決算について 

第２回   

評議員選任・

解任委員会 

 ６月 ４日 委員５名 ・評議員の選任について 

地域福祉推進

員会議 
６月２１日 

会長 

地域福祉推進員 

・岩沼市社会福祉協議会について 

・地域福祉推進員の役割について  

・会費の納入について 

総合企画部会 
令和２年 

２月２５日 
部会員６名 ・令和２年度事業計画について 

総務財政部会  ２月２５日 部会員４名 ・令和２年度当初予算について 

正副会長会議  年１２回 正副会長 

・当面の事業並びに運営について  

・理事会･評議員会の案件について 

・月間行事予定の調整と参加出席調整等 

  

 ○岩沼市デイサービスセンター「さとのもり」管理・運営  

 岩沼市デイサービスセンターさとのもりについては、平成２８年度より５年間、岩沼市

から指定管理者として指定を受けました。  

指定４年目の年に当たる令和元年度は、地域交流会や無料体験等の事業を実施するなど

新規利用者の確保に努めましたが、長年利用頂いた方々の入院や施設への入所等が多く、

例年並みの稼働率にとどまりました。 

サービスの提供については、日常生活に支障が見られる高齢者（要支援・要介護認定を

受けた方）に対し、生活の助長及び心身機能の維持向上を図るとともに、生きがいを持っ

て暮らしていける一助となるよう努めました。 

 

   令和元年度利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 延利用者数 
一般型(予防) 

延利用者数 

認知症型 

延利用者数 
開所日 

年間合計 ８，９９９名
 

７，７６９名 

（１，５０７名）
 

１，２３０名
 

３６０日
 

平均稼働率 ７９．５％ ８７．２％ ５１．０％  
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①通所介護及び介護予防通所介護の提供  

    ・生活指導、機能訓練、入浴サービス、食事サービス、送迎サービス  

 

②事業 

    ・無料体験事業    利用者 １０名（内４名新規契約） 

    ・家族・地域交流会  参加者 １８名（内家族４名、地域４名、他団体１０名） 

    ・介護実習の受け入れ 実習生 ６名 介護等体験、資格取得実習 

    ・介護食レシピ集の贈呈  

介護食レシピ集を新規利用契約時に配付し、利用者とその家族の生活支援を行う 

とともに、社会貢献事業として一人暮らしや高齢者のみの高齢者世帯の生活支援に 

活用しました。 

 

③会議の開催及び参加 

・岩沼市デイサービスセンターさとのもり地域密着型サービス運営推進会議の開催  

２回開催 ５月、１１月 

     

  ○岩沼市地域包括支援センター事業の受託 

岩沼市社会福祉協議会地域包括支援センターについては、平成２０年４月１日から継

続して事業を受託しており、令和元年度も岩沼小学校区の地域包括支援センター事業を

岩沼市から受託し、事業を実施しました。 

なお、令和２年２月１８日より当センターを相の原地区から中央地区に移転しました。 

     

① 法定事業  

・第 1 号介護予防支援事業             １，６０８件 

・総合相談事業                  １，１９２件 

・権利擁護事業                    ３５９件 

（虐待・成年後見制度利用支援、消費生活相談を含む。）  

・包括的・継続的ケアマネジメント事業          ８９件 

・生活支援コーディネート・認知症地域支援事業     ７２７件 

・圏域内地域ケア会議の開催                ３回 

   

 ② 任意事業 

    ・介護予防教室（生涯現役パワークラブ他） ６回開催   参加者    ９１名 

        ・介護予防教室（お天気ラジオ体操）  １７５回開催  参加者  ８６７名 

    ・認知症サポーター養成講座         １回開催  参加者    ９名 

    ・認知症カフェ メロディ          ５回開催  参加者  １４０名 

    ・ランチカフェ 生協           ５回開催  参加者 １１３名 

・包括出前講座              ２５回開催  参加者  ３２７名 

 

 ○居宅介護支援事業 

岩沼市社会福祉協議会指定居宅介護支援事業所については、介護保険法等の趣旨に則り

利用者の意思及び人格を尊重し、可能な限り居宅において、その方の有する能力に応じて

自立した生活を営むことができるよう、要介護認定等の申請に係る援助や利用者等への相

談業務、居宅介護サービス計画等の作成と実施状況の把握、指定居宅サービス事業者や介

護保険施設等への紹介等の居宅介護支援を行いました。  

なお、地域包括支援センターと同様、令和２年２月１８日より当事業所を相の原地区か 

ら中央地区に移転しました。 

 

・要介護支援事業    １,０７３件 

・介護認定調査業務       ９８件 
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（２）役職員の価値観の共有化 

  ○役職員研修の充実  

   ・役職員研修会の開催       役職員 １２名 

   ・階層別研修会への参加         延１４名 

   ・職能別研修会への参加        延１２９名 

 

   ○組織体制の見直し  

・諸規程の制定及び改廃     改正２２件 

 

（３）地域福祉活動計画の進行管理 

  ○地域福祉活動計画の進行管理  

   ・地域福祉活動策定委員会の開催  １回（８月） 

   ・事業評価委員会の開催      １回（８月） 

 

（４）大規模災害時の相互支援 

 ○協定社協等への支援（令和元年台風第１９号災害） 

・丸森町社会福祉協議会への職員派遣  ５８日 延７３名 
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事業報告書の付属明細書 

 

 

 

令和元年度事業報告の内容を補足する重要な事項がないため、事業報告の付属明細書

は作成していない。 

 

 

社会福祉法人岩沼市社会福祉協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


